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の

著
作
で

述
べ

ら
れ
て

い

る

人
間
の

信
仰
の

能
力
で

あ
る

「

宗
教
意
識
」

は

独
立
し

た

も
の

で

な
く

、

単
一

の

人

間
の

意
識
が

宗
教
を

対
象
と
す
る

時
に

は
、

そ

れ
を
「

宗
教
意

識
」

と

呼
ぶ

だ

け
で

あ
る

と
ミ

ュ

ラ

！

は

指
摘
す
る

（
竃
ρ。
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そ
の

論
法
も、

『

骸
骨
』

の
、

「

心
体
は

固
よ

り
単
一

に

し

て

心
用

亦
一

類
な

り
」

（

『

全
集
』

、

五
−

六

頁）

と
い

う
説
に

近
似

し
て

い

る
。

し
か
し

な
が

ら
、

清
沢
の

宗
教
起

源
論
は

基

本
的
に

は

仏
教
の

教
理
に

依

拠

し
て

い

る
。

清
沢
の

宗
教

哲
学
で

は

我
々

の

世

界
の

全
て

の

存
在
は

「

有
限
」

で

あ

り、

一

方、

宗
教
の

対
象、

実
践
の

目
的
は
「

無
限
」

で

あ
る

。

清
沢
に

よ

れ

ば
、

我
々

の

霊
魂
は

「

発

展
」

で

き
る

コ

体
」

と

し
て

定
義
さ

れ
、

あ
ら
ゆ

る

有
限
は
霊
魂
に

よ
っ

て

無
限
に

至
る

こ

と

が

で

き
る

も
の

で

あ
る

と
主
張
さ
れ
る

。

更
に

、

宗
教
を
二

つ

の

観
点
で

捉

え、

有
限
か

ら

見
た
自

力
門
の

世

界
観
と
、

無

限
か

ら

見
た
他

力
門
の

世

界
観
が
あ
る

と

述
べ

て

い

る
（
『

全

集
』

巻
一
、

一
［

1
一

二

頁∀
。

自
力

門、

す
な
わ
ち

自
身
の

修
行
に

よ
っ

て

悟
り
を

開
く
こ

と
と

、

他
力
門、

す
な
わ
ち
阿
弥

陀
の

慈
悲
に

よ
り
自
身
が
救
済
さ
れ
る

こ

と

の

い

ず
れ
の

方
法
を
通
じ
て

も、

清

沢
の

宗
教
哲
学
で

は
人

類
に

備
わ
っ

て

い

る

普
遍

的
な
宗
教、

信

仰
能
力
の

存
在
が
主
張
さ
れ
て

い

る
。

そ
し
て、

清
沢
は

そ
の

有
限
の

無

限
へ

の

開
発
性
を
説
明
す
る
に

当
た
っ

て、

仏
教
の

人
問

観、
「

如
来
蔵
」 、

「

仏
性
」

、

「

真
我
」

等
、

人
類
の

普
遍
的
な

無
限
性、

開
悟
性

、

救
済

性
に

基
盤
を
置
い

て

い

る
。

そ

う
す
る

こ

と

に

よ

っ

て、

清
沢
は
ス

ペ

ン

サ
ー

の

説
を

否
定
し、

「

宗
教
心
」

と
い

う
本
能
に

基
づ

く
宗
教
起
源
論
を
主
張
し
た

と
考
え
る

。

清
沢
満
之

門
下
の

時
代
意
識
　
　
雑

誌
『

精
神
界』

を

中
心
に

−

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

春
近
　
　
敬

　

晩
年
の

清
沢
満
之
（
一

八
六

三
ー
一

九
〇

三
）

と

共
に

「

浩
々

洞
」

と

呼
ば

れ
る

共
同
生
活
を
送
っ

た

暁
烏
敏

二

八

七
七
−
一

九
五

四
）

、

多

田

鼎
（

一

八

七
五

−
一

九
三

七
）
、

佐
々

木

月
樵
（

一

八
七
五

−
一

九
二

六
）

ら

若
き

仏
教

青
年
た
ち
は、

一

九
〇
一

（
明
治
三

十
四）

年、

浩
々

洞
の

は

じ
ま

り
と

共
に

創
刊
さ

れ
た
雑
誌

『

精

神
界
』

を
通
じ
て
、

時
代

社

会
に

対
す
る

問
題

関
心
を
発
信
し
て

い

た
。

彼
ら
の

思
想
運

動
は

「

精

神
主

義
」

と
し

て

世
間
に

喧

伝
さ
れ
た

。

　
一

九
〇
一

年
の

『

精

神
界
」

で
、

清
沢
の

門

弟
た
ち
は
主
に

次
の

よ

う

な
テ

ー

マ

に

関
心
を

寄
せ

て

言
及
し
て

い

る
。

ま

ず
は、

経
済
や

物
質
的

な

価
値
を

至
上
と

す
る

価
値
観
の

瀰
漫

に
対

す
る

批
判
で

あ
る
。

そ
し

て
、

物
質
的
な
価

値
観
に

対
し

て
、

宗
教
と
と
も
に

倫
理
や

道

徳
が

再
び

広
ま
る

こ

と
を
期

待
す
る

内

容
が

多
く
語
ら
れ
る

。

し

か
し

、

一

方
で

倫

理
と
い

う
問
題
に

全
て

を
集
約
さ
せ

よ
う
と
す
る

当
時
の

思
想
的

趨
勢
に

つ

い

て

危
機
感
を

あ
ら
わ

に

し
て

い

る
。

宗
教
の

領
域
を
も
倫
理
で

語
ろ

う
と

す
る

こ

と
に

対
し
て

は、

し
ば
し
ば
強
い

批
判
が

見
受
け
ら
れ

る
。

　

精

神
主
義
と
は

相
対

有
限
の

事
物
を
根
拠
と

せ

ず、

絶
対
無
限
た
る

如

来
に

そ
の

立

脚
地
を
定
め

る
こ

と
で

心
の

平
安
を

得
る

と
い

う
思

想
で

あ

っ

た
。

社
会
の

中
の

経

済
資
本
や
倫
理
道
徳
は

い

ず
れ
も

相
対

有
限
の

も

の

で

あ
る

か
ら

、

い

ず
れ
は
ど

こ

か
で

破

綻
を
来
た

す
。

そ
れ
ら
を

依
り

所
と
し
て

い

る

限

り
は、

迷

悶
か
ら
逃
れ
る

こ

と

は
で

き
な
い

と
い

う
主

張
で

あ
る

。

こ

れ
が

、

仏
教
の

社
会
的
意
義
を

考
え
る

人
た
ち
の

批

判
を

招
い

た
。

特
に

境

野
黄

洋
、

杉
村
楚
人
冠
ら
を
中
心
と

し
、

雑
誌

『

新
仏

教
』

を

出
し
て

い

た

新
仏
教
同

志
会
か

ら
は

、

内
向
き
な
「

病
人
の

宗

（979＞257
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教
」

「

羸
弱
思
想
」

で

あ
る
と

指
摘
さ
れ

た
。

ま

た
、

当

時
の

真

宗
は

真

俗
二

諦
を
前
提
と

す
る

教
義
で

あ
っ

た

こ

と

か

ら、

俗
諦
を

な
い

が
し
ろ

に
す
る

も
の

と
し

て
、

大
谷
派
宗
門
内
部
か

ら

も
非
難
さ
れ

た
。

　
こ

の

ほ

か
、

犯
罪
者
教
誨
や
軍
事
情
勢
（

北
清
事
変
や
馬
蹄
銀
分
捕
事

件、

八

甲
田
山

遭
難

事
件

、

日

露

問
題
）

な
ど

に

関
す
る

言
及
も

あ
る

が、

踏
み

込
ん

だ

発
言
は

あ
ま
り
見
ら

れ
な
い

。

ま
た

当
時
話
題
と

な
っ

た
足
尾
鉱
毒
事
件
に

つ

い

て

は、

暁
烏
な
ど

は

し
ば

し
ば

田
中
正

造
に
批

判
的
で

あ
る

。

清
沢
自
身
は
、

こ

の

よ

う
な
社
会
の

個
別
の

事
件
に

つ

い

て

直
接
コ

メ

ン

ト

す
る

こ

と

は
ほ

と

ん

ど

な
か

っ

た
。

　
い

ず
れ
に

せ

よ
、

宗
教
と

倫
理
道
徳
と
の

関
係
に

つ

い

て

は
、

清
沢
の

門
弟
た

ち
の

大
き
な
関
心
事
で

あ
っ

た
。

し
か

し、

清
沢
が

巻
頭
言
で

あ

る
「

精
神
界
」

欄
に

書
い

た

文
章
を
一

覧
し
て

み
る

と
、

創
刊
当
初
の

清

沢
自
身
は

倫
理
道
徳
に

つ

い

て

積
極
的
に

は

言
及
し
て

い

な
い

。

清
沢
が

「

精
神
界
」

欄
に

書
い

た
文

章
は
、

精
神
主

義
の

思

想
の

概

要
、

精
神
主

義
か
ら
み
た

社
会
的
価
値
と

自
由
と

い

う
こ

と

が
テ

ー

マ

の

中
心
で

あ
っ

て、

倫
理
道

徳
に

つ

い

て

は

少
な

く
と

も

最
初
の
一

年
は

語
っ

て

い

な

い

。

ま
た
、

「

倫
理
以
上

の

安
慰
」

「

倫
理
以

上
の

根
拠
」

「

宗
教

的
道
徳

（

俗
諦）

と

普
通

道
徳
と
の

交
渉
」

と
い

っ

た、

晩

年
の

清
沢
の

倫
理
道

徳
に

関
す
る
一

連
の

重
要
な
論
考
も

、

暁
烏
が

書
い

た

「

精
神
主

義
と

性

情
」

に

対
す
る

批
判
を

受
け
て

語
ら
れ
た

も
の

で

あ
る

。

　

雑
誌
『
精
神
界
』

に

携
わ
っ

た
清
沢
の

門
弟
た
ち
は
、

経
済
的
・

物
質

的
な
価
値
観
が
優
先
さ
れ
る
情
況
を
憂
い

て

い

た
が、

一

方
で
、

倫
理
道

徳
が
宗
教
を
も
支
配
す
る
と

す
る
風
潮
に

対
し
て

も
警
戒
し

た
。

し
か
し

宗
教
と

道

徳
と

の

関

係
に
つ

い

て

は

門

弟
た

ち
の

大
き

な
テ

ー

マ

と

な

り
、

清
沢
は

そ
れ

に

要
請
さ
れ
て

自
説
を
述
べ

た
。

倫
理
道
徳
と
い

う
テ

ー

マ

で

な

く
と

も
、

同

誌
に

掲

載
さ

れ

た

清
沢
の

「

精

神
主

義
と

唯
心

論
」

は
、

精
神
主

義
は

唯

心
論
で

あ
る

と

の

批

判
に

応

じ
た

も
の

で

あ

り
、

「

精
神
主
義
と
三

世
」

は
、

精
神
主

義
は

ア

キ
ラ

メ

主

義
で

あ
る
と

の

批
判
を
受
け
て

書
か

れ

た

も
の

で

あ
る

。

そ
の

こ

と

か
ら

、

清
沢
の

最

晩
年
の

思
想
の
一

定
の

部
分
は
、

門
弟
た

ち
の

時
代
意

識
や

問
題

関
心
に

「

応
答
す
る
」

形
で

表
明
さ
れ

た
も
の

で

あ
る

と

見
る

こ

と

が
で

き
る

。

近
代
真
宗
の

法
蔵
菩
薩
詮
釈
に

関
す
る
【

考
察

　

−
金

子
大

榮
を
例
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

陳
　
　

敏

齢

　
金
子
大
榮
（

金

子
と

略
す）

は
曽
我
量

深
（
曽
我
と

略
す）

と

共
に

清

沢
満
之
「

精
神
主

義
」

門
下
の

双
雄
で

あ
る

。

金
子
に

は
曽
我
ほ

ど

直
接

に

法
蔵
菩
薩
を
専
論
す
る

も
の

は
な
い

が、

両

者
は
互
い

に

影
響
し

あ

う

面
も
あ
る
の

で
、

曽
我

説
の

特
徴
に
合
わ
せ
な
が
ら、

金
子
の

法
蔵
菩

薩

解
釈
を
考
え
た

い
。

　
一
、

金
子
の

「

因
果
一

如
の

法
蔵
菩

薩
」

説
は、

曽
我
の

「

従
果

向

因
」

の

法
蔵
菩
薩
説
に
対
応
す
る
た

め
で

あ
る

。

】

般
に

は

法
蔵
菩
薩
を

「

従
因
向
果
」

の

菩

薩
と
い

う
。

曽
我
は

逆

観
の

角
度
か

ら

特
に

「

従

果

向
因
」

と

い

う
「

因
位
」

の

法
蔵
菩
薩
を

力
説

す
る

。

と
こ

ろ

で、

金

子

は

知
識
の

面
で

曽
我
の

「

逆
観
」

説
を
認
め

る
一

方、

他
方
で

感
情
〔
感

性
）

の

観
点
か
ら、

「

順

観
」

・
「

逆
観
」

の

両

方
が

並

存
し

て

い

る
。

金

子
に

と

っ

て
、

人
間
の

感
情
と

し
て
、

「

思
い

出
ほ

ど

近
い

も
の

は

な
い
」

と

い

う
実
態
で

あ
る

。

「

感

情
的
に

は
、

前
と

か

後
と

か
と

い

う
こ

と

を

決
定
で

き
な
い
」

と

い

う
。

金
子
は

恐
ら
く

華
厳
の

「

永
遠
の

視
野
」

か

ら
、

「

順
観
」

「

逆
観
」

の

い

ず
れ
に

も
と
ら
わ

れ
な
い

所
で
、

「

因
果
一

258（980＞
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